
このたび、自然編、文化・産業編、歴史編の3部構成となった新しい高森町史を46年振
りに刊行することができました。

高森町史編さん事業は、令和2年度から5年間をかけて、各分野の専門家16名の皆様に
調査、執筆をお願いしてきました。町史執筆者をはじめ、関係者の皆様には心から感謝申
し上げます。

本町の歩みを多角的に整理し、豊富な資料と最新の成果を踏まえてまとめられた本町史
は、ふるさと高森を理解するための貴重な一冊です。

今回、本号から3回にわたり、本町史の特集を組み、その読みどころを町史執筆者にわ
かりやすく紹介していただきます。

なお、本町では町民の皆様にご利用いただいている「高森町タブレット図書館」でも、閲
覧することができますとともに町内の公民館・集会所に1部ずつ配備しました。

本町史を通じて高森町の自然、文化産業、歴史に目を向けて郷土への誇りと理解を深め
ていただく機会となれば幸いです。

� 高森町長　草村 大成

高森町史刊行記念

根子岳は、あの独特の山の形により、高森町でも多くの方々に親
しまれています。

従来から山のできた時期やそのでき方など不思議なことも多く、
多くの研究者の間で議論が続けられてきています。とくに、山の生
まれた時期については、以下のように二転三転しながら現在に至っ
ています。

〈カルデラ形成後の火山という考え方〉
根子岳は阿蘇カルデラの内側にあるように見えるので、高岳や中

岳などと同じように、中央火口丘群（約9万年前のカルデラ形成後に
生まれた火山群）の仲間であると従来から考えられてきました。

〈カルデラ形成より古い時代の火山という考え方〉
しかし、1980年代頃から熊本大学や地質調査所（現 産業技術総合

研究所）によって調査が進められた結果、以下のような点から根子岳
は今のカルデラよりも古い時期に生まれた火山、つまり今のカルデ
ラが生まれる前から存在していたと考えられるようになったのです。
・根子岳の岩石の年代測定値がおおよそ10万年前より古い。
・浸食によるギザギザした地形は古い時代に生まれたと推定される。
・�箱石峠付近では根子岳の溶岩の上に約12万年前の阿蘇3火砕流が

重なっているように見える、つまり阿蘇3火砕流より古い時代に根
子岳の溶岩があるように見える。

・�カルデラ内の重力異常（地下に重たい岩石があると重力値は大きく
なり、軽い岩石があると小さくなる。このような性質を利用して

各地の重力値を測定し、地下構造を推定する方法）の様子が根子岳
の部分だけ、他の山とは別に見えている。

・�岩石学的特徴が他の高岳や中岳とは異なり、九重や金峰山の岩石
に似ている。

〈やっぱりカルデラ形成後に生まれたものだという考え方〉
そういった中で、2022年に熊本学園大学や福岡大学などの研究者

によって根子岳の岩石の詳細な年代測定が改めて行われ、以下のよ
うな結果が出ました。
・岩石の年代が5万年前～8万年前という高精度の値が得られた。
・�形成のストーリーは、主たる活動として約8万年前に溶岩を流出、

約6万6千年前に大量の溶岩を噴き上げ、6万4千年前と5万年前頃
にマグマが貫入。

年代測定の技術は以前に比べて格段に向上しており、従来の測定
値より信頼度は高くなっていますので、2025年時点では、根子岳は
中央火口丘群と同じ時代に生まれた火山である可能性が高いと考え
られます。また一方では、上記のとおり重力異常の問題や岩石学的
な特徴の意味付けが十分には解明
されていない状況でもあります。

今後、さらなる現地調査や様々
な研究によって、根子岳の生い立
ちがより深く解明されていくこと
を期待したいものです。

高森町の象徴、根子岳はいつ頃、
どのようにしてできた？
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